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ガイド案内の受付しています
「浅間山北麓ジオパークガイドの会」の認
定ジオガイドによる案内（有料）の受付を
しております。ご希望の方は、左記、推進
協議会事務局までお申し込みください。
［料金表］
ジオガイド 半日¥5,000～8,000

１日¥10,000～16,000

お詫び

ジオジオ豆知識 vol.5

特集：吾妻川エリア紹介

オカリナ演奏会・野 鳥 講 演 会

活動報告 6月～9月

制作担当：広報・観光委員会

前号あさまびとvol.05の表紙の記
事に誤りがありました。申し訳あ
りませんでした。
訂正は下記のようになります。
・本文3～４行目「国の特別天然記
念物」→「国の天然記念物」
・本文6行目「特別天然記念物」→
「県の天然記念物」

イベント情報・活動報告

9月16日 (日)

9月23日 (日)

10月6-8日(土-月)

10月21日 (日)

11月 3日 (土)

親子で火山防災デイキャンプ

ジオパーク認定2周年記念講演会

第9回ジオパーク全国大会(アポイ岳)

吾妻峡モニターツアー

嬬恋村・長野原町文化祭

ホンヤミカコさん（オカリナ奏者） 不思議な上舞台溶岩

解説：高橋正樹教授
（日本大学文理学部地球科学科）

あさマン

地元で活躍する人を紹介

【吾妻峡モニターツアー】

楽
し
も
う
紅
葉
を

浅
間
山
麓
か
ら
吾
妻
峡
ま
で平成30年10月21日（日）

吾妻峡モニターツアーが開催されます。
申込みは裏面下部に記載の浅間山ジオパーク
推進協議会へメールまたはお電話ください。

浅
間
山
北
麓
の
林
へ
入
る
と
ナ
ナ
カ
マ
ド
が
真
っ
赤
な

実
を
付
け
、
蔦
や
楓
が
赤
や
黄
に
な
る
。
秋
の
気
配
が

足
音
を
立
て
て
や
っ
て
く
る
。
浅
間
山
北
麓
の
秋
が

始
ま
る
。
山
に
登
っ
て
秋
を
感
じ
る
の
も
よ
し
、
草
原
で

花
や
虫
と
戯
れ
る
の
も
い
い
。
体
全
体
で
秋
を
感
じ
ら
れ

る
の
が
浅
間
山
北
麓
の
特
色
で
あ
る
。
紅
葉
は
浅
間
山

か
ら
里
へ
だ
ん
だ
ん
と
下
り
て
く
る
。
吾
妻
川
に
架
か
る

雁
ガ
沢
橋
か
ら
八
ツ
場
大
橋
ま
で
の
約

ｋ
ｍ
に
わ
た
り

崖
や
奇
石
、
滝
な
ど
変
化
に
富
ん
だ
美
し
い
景
色
が
続
く
。

そ
こ
の
紅
葉
は
美
し
い
。

月
中
旬
か
ら
紅
葉
が
特
に

美
し
く
な
る
。
浅
間
山
北
麓
で
昔
か
ら
紅
葉
の
名
所
と
い

わ
れ
て
き
た
吾
妻
渓
谷
。
そ
の
遊
歩
道
（
十
二
沢
駐
車
場

～
鹿
飛
橋
～
小
蓬
莱
の
見
晴
台
）
を
楽
し
も
う
。

ンヤさんは今、浅間高原に移り住み2年目。やさしい人
柄も手伝って周辺の市町村での演奏機会も広がっている
が、最近は嬬恋でも教室を開催するなど地域への溶け込
みも早い。でも、どうして浅間高原に移り住んだのか伺
うと、「以前に四万十市に3年ほど住みましたが、縁あっ
て初めてここに来た時、凄く気に入りました。東京に近
いのにこんなに自然があって。住んでみると暮らしやす
いですね」と。生まれ育ったのが北海道帯広市だから、
故郷を思わせる気候に居心地もよさそうだ。オカリナと
の縁話は意外だった。ワーキングホリデーでオーストラ
リアへ行くため上京した折、街角のパントマイムで聞い
たオカリナの演奏に強烈に心が揺さぶられたのが始まり
だという。その後、留学したシドニーではストリート
ミュージシャンとして街角でオカリナを吹くようになっ
ていた。そして日本に戻ってからもストリートミュージ
シャン活動を続けたのが人生の転機に繋がったと語る。
「これから、町内会や福祉施設などでも気軽にオカリナ
を聞いていただける活動も増やしたいし、オカリナの国
際フェスティバルを嬬恋でやりたい！」と夢も多い。

浅間山北麓ジオパーク認定ガイ
ド講習が終了し、新たな認定ガイ
ドの仲間が加わりました。これか
ら力を貸して頂き盛り上げていけ
たらうれしく思います。また、今
後も新たな認定ガイドを増やして
いきたいと思います。興味がある
方は次の機会にガイド講習を受け
てみてはいかがでしょうか。

新たな認定ジオガイドの仲間が加わります！

7月に韓国で開催されたオ
カリナの国際フェスティバ
ルの映像がSNSで流れている。
「コンドルは飛んでゆく」
の演奏が流れるとひときわ
大喝采が起きた。ホンヤミ
カコさんの演奏だ。海外で
も活躍するオカリナ奏者の
ホ

12世紀の平安時代
末に噴出した上舞台
溶岩は、溶岩として
はきわめて珍しい特
異な特徴を備えてい
ます。山頂側の部分
には、溶岩と火砕岩
が交互に重なってお
り、

のようです。上舞台溶岩は、なぜこのような不思議な
特徴を示すのでしょうか。上舞台溶岩は普通の溶岩では
なく、激しい噴火により山頂火口付近に出来た火砕丘の
内部が高温で互いにくっつきあい、溶岩のようになって
流れ下ったものだと考えられます。溶岩というよりは、
内部が流動化し流下した火砕丘そのものらしいのです。

写真1
溶岩と火砕岩が互いに重なっている様子

写真2 
火山角礫岩が層をなしている様子
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3.5

写真（上）：吾妻渓谷 鹿飛橋

まるで成層火山の内部をみるようです(写真1)。これ
らの層は山頂に向かって傾斜しています。先端側には火
山岩塊からなる火山角礫岩があり、一見するとブロック
状溶岩のようですが、
よくみるとやはり山
頂に向かって傾斜し
た層状の構造があり
ます(写真2)。こうし
た様子は、溶岩とい
うよりは、山頂部を
構成する火砕丘の一
部



F-1 雲林寺

天明３年、泥流に流され
柱２本を残し消えた寺

F-3 旧新井村

泥流に呑み込まれた幻の村

F-2 常林寺

土石なだれに流された寺

F-4 丸岩

火山活動の名残 柱状節理

F-5 吾妻峡

火山のエネルギー・規模の
大きさを今に伝える自然遺産

吾妻川エリア
拠点施設

F-1 雲林寺
F-5 吾妻峡

F-4 丸岩

F-3 旧新井村
F-2 常林寺

道の駅八ッ場ふるさと館

◆
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
で
ダ
ム
湖
周
遊
◆

道の駅八ッ場ふるさと館

地域の農産物直売所や八ッ場食堂、
情報休憩コーナーが設けられており、
天然の足湯にも入ることができます。
ダムの貯水池にみたてた『八ッ場ダム
カレー』は大変好評を得ています。

長野原町

嬬恋村

中之条町
東吾妻町草津町

八ッ場ダム（建設中）

総合インフォメーションセンター

八
ッ
場
ふ
る
さ
と
館
で
は
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

コ
ー
ス
と
し
て
八
ッ
場
ダ
ム
が
完
成
し
た
後
に
貯
水
池
と
な
る

場
所
の
周
遊
コ
ー
ス
の
案
内
な
ど
を
し
て
お
り
ま
す
。

＊
普
通
自
転
車
、
電
動
自
転
車
、
マ
ウ
ン
テ
ン
電
動
自
転
車
等
を
ご
用
意
し
て
お
り

ま
す
。

・
普
通
自
転
車
２
台
ま
で
３
０
分
無
料

＊
３
台
目
以
降
、
１
台
に
つ
き
３
０
分
２
０
０
円
３
０
分
超
過
に
つ
き
２
０
０
円

・
電
動
自
転
車
１
時
間
５
０
０
円
３
０
分
超
過
に
つ
き
２
０
０
円

＊
貸
し
出
し
に
は
免
許
証
又
は
５
，
０
０
０
円
の
保
証
金
を
お
預
か
り
致
し
ま
す
。

（
返
却
時
に
お
返
し
致
し
ま
す
。
）

＊
事
故
、
損
失
が
あ
っ
た
場
合
は
別
途
料
金
が
か
か
り
ま
す
。

貯水池（予定）

平成31年度完成予定

水没地区全域で発掘調査

八
ッ
場
ダ
ム
建
設
工
事
に
伴
う
発
掘
調
査

は
、
平
成
六
年
度
か
ら
始
ま
り
、
今
年
度
で

二
十
五
年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。

本
調
査
は
群
馬
県
の
遺
跡
等
調
査
組
織
で

あ
る
公
益
財
団
法
人
群
馬
県
埋
蔵
文
化
財

調
査
事
業
団
が
行
っ
て
い
ま
す
。

ダ
ム
の
水
没
地
区
の
全
域
に
対
す
る
遺
跡

の
有
無
の
調
査
か
ら
始
ま
り
、
遺
跡
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
地
域
に
は
、
地
表
か
ら
旧
石
器

時
代
に
至
る
地
層
に
詳
細
な
調
査
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
十
七
遺
跡
の
発
掘

調
査
と
八
遺
跡
の
整
理
作
業
が
行
わ
れ
現
在

も
継
続
中
で
す
。

発
掘
調
査
現
場
を
見
学
で
き
た
時
も
あ
り

ま
し
た
が
、
現
在
は
工
事
も
大
詰
め
と
な
り
、

水
没
地
区
全
域
が
工
事
地
区
と
な
っ
て
い
る

た
め
見
学
す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

調
査
の
状
況
は
、
調
査
事
業
団
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
逐
次
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

年
度
末
に
は
「
遺
跡
は
今
」
と
い
う
小
冊
子

で
、
そ
の
年
度
内
の
各
遺
跡
の
調
査
状
況
が

写
真
入
り
で
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
二
九
年

度
の
小
冊
子
は
、
「
浅
間
北
麓
ジ
オ
パ
ー
ク

総
合
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」

及
び
「
道
の
駅
八
ッ
場
ふ
る
さ
と
館
」
に

置
い
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
覧
下
さ
い
。

平
成
八
年
度
か
ら
本
発
掘
調
査
に
従
事
さ

れ
て
い
る
事
業
団
八
ッ
場
ダ
ム
調
査
事
務

所
長
の
藤
巻
幸
男
氏
に
よ
る
と
、
こ
の
地
域

の
遺
跡
か
ら
は
、
県
内
の
平
野
部
と
は
異

な
っ
た
特
異
な
地
域
性
が
認
め
ら
れ
る
そ
う

で
す
。
そ
れ
は
、
自
然
を
糧
と
す
る
縄
文

時
代
の
集
落
遺
跡
は
数
多
く
点
在
し
て
い

ま
す
が
、
稲
作
農
耕
が
始
ま
る
弥
生
時
代

中
期
後
半
か
ら
奈
良
時
代
ま
で
の
九
百
年
間

の
集
落
遺
跡
が
見
当
た
ら
ず
、
古
墳
王
国
と

言
わ
れ
る
群
馬
県
で
す
が
、
古
墳
時
代
の
集

落
遺
跡
も
な
い
の
で
す
。
そ
し
て
、
平
安

時
代
に
入
る
と
集
落
遺
跡
が
急
増
し
、
長
野

原
町
に
分
布
す
る
遺
跡
の
半
分
は
平
安
時
代

の
遺
跡
だ
と
言
う
の
で
す
。

九
百
年
も
の
空
白
が
何
故
起
き
た
の
か
。

平
安
時
代
の
人
々
は
何
を
求
め
て
こ
の
地
域

に
参
入
し
た
の
か
。
ま
だ
謎
に
包
ま
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
の
地
域
を
知
る
た
め
の
大
き

な
手
掛
か
り
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

発
掘
調
査
の
出
土
品
は
、
発
掘
情
報
館

（
群
馬
県
渋
川
市
北
橘
町
下
箱
田
七
八
四
ー

二
・
平
日
及
び
日
曜
日
の
九
時
～
十
七
時
）

に
代
表
的
な
物
が
展
示
さ
れ
て
お
り
ま
す

の
で
、
足
を
お
運
び
に
な
っ
て
は
如
何
で

し
ょ
う
か
。

サ
イ
ト
を
見
れ
ば
地
域
の
成
り
立
ち
が
分
か
る
！

吾
妻
川
エ
リ
ア
編

吾
妻
川
は
浅
間
高
原
を
ほ
ぼ
西
か
ら
東
へ
横
切
る
よ
う
に

流
下
し
て
い
ま
す
。
吾
妻
川
に
沿
っ
て
移
動
す
る
と
、
両
岸

に
は
多
く
の
崖
地
形
が
見
ら
れ
ま
す
。
左
岸
は
溶
結
し
た
白
根

軽
石
流
（
火
砕
流
）
堆
積
物
が
崖
を
つ
く
り
、
右
岸
は
浅
間

軽
石
流
（
火
砕
流
）
堆
積
物
の
崖
と
な
っ
て
い
ま
す
。
両
岸

に
は
段
丘
礫
な
ど
河
川
に
よ
っ
て
堆
積
し
た
地
層
も
露
出
す
る

た
め
、
火
山
噴
出
物
の
新
旧
や
分
布
範
囲
な
ど
を
探
る
こ
と
で
、

大
地
の
成
り
立
ち
を
紐
解
く
ヒ
ン
ト
が
多
く
隠
さ
れ
て
い
る

地
域
で
も
あ
り
ま
す
。
天
明
３
年
（
１
７
８
３
年
）
の
浅
間
山

の
活
動
で
は
、
鎌
原
土
石
な
だ
れ
が
吾
妻
川
に
流
れ
込
み
、

下
流
域
で
甚
大
な
水
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

本
エ
リ
ア
を
浅
間
山
北
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
で
は
吾
妻
川
エ
リ
ア

（
Ｆ
エ
リ
ア
）
と
し
、
５
つ
の
見
ど
こ
ろ
（
ジ
オ
サ
イ
ト
）
が

あ
り
ま
す
。
天
明
３
年
の
遺
物
や
石
碑
、
記
録
な
ど
が
多
く

残
さ
れ
て
お
り
、
浅
間
山
の
火
山
活
動
と
当
時
の
人
々
の
暮
ら

し
へ
の
影
響
な
ど
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

八
ッ
場
ダ
ム
発
掘
調
査
に
つ
い
て

遺
跡
が
語
る
不
思
議
な
歴
史

この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承諾を得て、
同院発行の2万5千分の1地形図を使用した。
（承諾番号 平27情使、第49-GISMAP36134号）

（30年後の1813年に再興）

（流出後、現在地へ再建）
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